
　（別紙４（２）） 事業所名 グループホーム　安堵園

目標達成計画 作成日：　平成　28　年　9　月　15　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に要す

る期間

1

事業所と地域との付き合いということで、近隣の
方々との交流は行事ｲﾍﾞﾝﾄを通じて行っている。
近隣の学校や幼稚園との相互訪問ができるよう
に働きかけ、交流ができればさらに良いと思われ
る

近隣の方々との交流を通じて、情報を得、子
供たちとの相互訪問ができるようにします

民生委員や家族様、ご友人の方々からの情報を
得、小中学校・幼稚園の交流・ｲﾍﾞﾝﾄに参加する

12ヶ月

2

現状運営推進会議には地域住民代表、町役場担
当職、地域包括支援センターの方々と入居者代
表の方が参加して頂いていますが、地域福祉の
キーマンでもある、民生委員に参加して頂けるよ
うに引き続き行うことが望まれる

地域の民生委員との交流会などを通じての声
掛けは継続し、今後は家族様への参加もして
頂けるようにしていく

地域民生委員の方々への声掛けと平行して、家
族様訪問された際、運営推進会議の趣旨を説明
し、参加して頂ける様な声掛けを行う

12ヶ月

3

現状の介護計画はニーズ（問題点）を捉え、サー
ビス内容を設定していますが、今後介護計画作成
時、できれば入居者の生活歴・生きがい・趣味特
技などからのアプローチを行い、笑顔が増えるプ
ランも加えれれば尚良いと思われます

アセスメントに趣味や特技、生きがいなどをあ
げ、それをもとにどのようなアプローチを行うこ
とで笑顔が増える＝精神の安定につながるプ
ランを作成し、スタッフ全員が認識する

趣味や特技、生きがいなどを入居者様から聞き
取り、また家族様訪問の際に伺い、ケアプランに
反映させる

12ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体
的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


